
(57)【要約】

【課題】操作レバーの揺動操作角に応じて操作レバーの

全長を可変させて長くすることができ、小さいスペース

でも可動体のストローク量を増やすことができる操作レ

バー構造を提供する。

【解決手段】操作レバー１０を支軸９を介して所定方向

に揺動自在に支持し、この操作レバー１０の先端１２ａ

に可動盤１５を係合させて、操作レバー１０の揺動操作

により可動盤１５を所定方向にスライド移動させるよう

にした操作レバー構造において、操作レバー１０を、支

軸９を介して所定方向に揺動するレバー本体１１と、こ

のレバー本体１１の中空部１１ｂ内に摺動自在に支持さ

れて先端１２ａを可動盤１５の凹部１５ａ内に係合させ

たアーム１２と、このアーム１２を可動盤側に常に付勢

する圧縮コイルバネ１６とで構成し、操作レバー１０の

アーム１２の全長を操作レバー１０の揺動操作角に応じ

て可変自在にした。

【選択図】図２

JP 2005-100227 A 2005.4.14



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 操 作 レ バ ー を 支 軸 を 介 し て 所 定 方 向 に 揺 動 自 在 に 支 持 し 、 こ の 操 作 レ バ ー か ら 突 出 し た
ア ー ム の 先 端 に 可 動 体 を 係 合 さ せ て 、 該 操 作 レ バ ー の 揺 動 操 作 に よ り 前 記 可 動 体 を 所 定 方
向 に ス ラ イ ド 移 動 さ せ る よ う に し た 操 作 レ バ ー 構 造 に お い て 、
　 前 記 ア ー ム 先 端 の 支 軸 か ら の 長 さ を そ の 揺 動 操 作 角 に 応 じ て 可 変 自 在 に 構 成 し た こ と を
特 徴 と す る 操 作 レ バ ー 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 操 作 レ バ ー 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 操 作 レ バ ー を 、 前 記 支 軸 を 介 し て 所 定 方 向 に 揺 動 す る レ バ ー 本 体 と 、 こ の レ バ ー 本
体 に 対 し て 移 動 自 在 に 支 持 さ れ て 先 端 を 前 記 可 動 体 に 係 合 さ せ た ア ー ム と 、 こ の ア ー ム を
前 記 可 動 体 側 に 常 に 付 勢 す る 付 勢 手 段 と で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 操 作 レ バ ー 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 操 作 レ バ ー 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 レ バ ー 本 体 に 中 空 部 を 形 成 す る と 共 に 、 前 記 ア ー ム の 少 な く と も 基 端 側 に 中 空 部 を
形 成 し 、 こ の レ バ ー 本 体 の 中 空 部 内 に 前 記 ア ー ム の 基 端 側 を 摺 動 自 在 に 支 持 す る 一 方 、 こ
れ ら レ バ ー 本 体 の 中 空 部 と 前 記 ア ー ム の 中 空 部 と の 間 に 前 記 付 勢 手 段 を 成 す 圧 縮 コ イ ル バ
ネ を 介 在 し た こ と を 特 徴 と す る 操 作 レ バ ー 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 自 動 車 の コ ン ビ ネ ー シ ョ ン ス イ ッ チ 装 置 等 に 用 い て 好 適 な 操 作 レ バ
ー 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の 操 作 レ バ ー 構 造 と し て 、 図 ５ に 示 す も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ）
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 操 作 レ バ ー 構 造 は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 自 動 車 の コ ン ビ ネ ー シ ョ ン ス イ ッ チ 装 置 １
に 用 い ら れ る も の で あ り 、 そ の ケ ー ス ２ に 操 作 レ バ ー ７ を 支 軸 ８ を 介 し て Ｙ 方 向 に 揺 動 自
在 に 支 持 し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ５ ， 図 ６ に 示 す よ う に 、 操 作 レ バ ー ７ は 、 支 軸 ８ を 介 し て Ｙ 方 向 に 揺 動 す る レ バ ー 本
体 ７ ａ と 、 こ の レ バ ー 本 体 ７ ａ に 一 体 形 成 さ れ た ア ー ム 部 ７ ｂ と を 備 え て い る 。 こ の ア ー
ム 部 ７ ｂ の 球 状 の 先 端 ７ ｃ は 、 ケ ー ス ２ 内 の 下 部 に 配 置 さ れ た 基 盤 ３ 上 を ス ラ イ ド す る 可
動 盤 （ 可 動 体 ） ４ の 凹 部 ４ ａ に 係 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ し て 、 操 作 レ バ ー ７ を 後 方 Ｙ の 方 向 に 揺 動 操 作 す る と 、 可 動 盤 ４ の 凹 部 ４ ａ 内 を 移 動
す る ア ー ム 部 ７ ｂ の 球 状 の 先 端 ７ ｃ を 介 し て 可 動 盤 ４ が Ｘ 方 向 に 所 定 量 Ａ だ け ス ラ イ ド 移
動 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 尚 、 基 盤 ３ の 上 面 に は コ ン ビ ネ ー シ ョ ン ス イ ッ チ 用 の 複 数 の 固 定 接 点 （ 図 示 せ ず ） を 配
設 し て あ る 。 ま た 、 可 動 盤 ４ の 下 部 に は 上 記 各 固 定 接 点 に 接 触 す る 複 数 の 可 動 接 点 ５ を 取
り 付 け て あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ５ － １ ８ ９ ８ １ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 、 図 ２ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 従 来 の 操 作 レ バ ー 構 造 で は 、 狭 小 な ス テ ア リ ン グ コ ラ ム に コ ン ビ ネ
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ー シ ョ ン ス イ ッ チ を 取 付 け る こ と か ら 操 作 レ バ ー ７ の 先 端 ７ ｃ か ら 支 軸 ８ 近 傍 ま で の ア ー
ム 部 ７ ｂ の 長 さ を 短 め に 設 定 し 、 小 型 化 を 図 っ て い る た め 、 可 動 盤 ４ の ス ト ロ ー ク 量 Ａ も
短 く な ら ざ る を 得 な か っ た 。 こ れ に 対 処 す る に 、 図 ６ に 点 線 で 示 す よ う に 、 長 さ の 長 い ア
ー ム 部 ７ ｂ ′ を 使 用 す れ ば 、 ア ー ム 部 ７ ｂ の 同 じ 回 動 角 に 対 し 可 動 盤 ４ の ス ト ロ ー ク 量 を
長 さ Ａ か ら 長 さ Ｂ に 増 や す こ と が で き る が 、 ア ー ム 部 ７ ｂ ′ の 長 さ の 増 え た 分 Ｃ だ け 可 動
盤 ４ 等 を 収 納 す る 大 き い ス ペ ー ス が 必 要 不 可 欠 と な り 、 構 造 全 体 が 大 型 に な ら ざ る を 得 な
か っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 可 動 盤 ４ の ス ト ロ ー ク 量 が 短 い と 、 確 実 な オ ン オ フ 作 動 を さ せ る た め に は 基 盤 ３
上 の 固 定 接 点 の 数 量 や 形 状 が 制 限 さ れ 、 基 盤 設 計 の 自 由 度 が 制 限 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 前 記 課 題 を 解 決 す べ く な さ れ た も の で あ り 、 操 作 レ バ ー の 揺 動 操 作
角 に 応 じ て 操 作 レ バ ー の 全 長 を 可 変 さ せ て 長 く す る こ と が で き 、 小 さ い ス ペ ー ス で も 可 動
体 の ス ト ロ ー ク 量 を 増 や す こ と が で き る 操 作 レ バ ー 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 操 作 レ バ ー を 支 軸 を 介 し て 所 定 方 向 に 揺 動 自 在 に 支 持 し 、 こ の 操 作
レ バ ー か ら 突 出 し た ア ー ム の 先 端 に 可 動 体 を 係 合 さ せ て 、 該 操 作 レ バ ー の 揺 動 操 作 に よ り
前 記 可 動 体 を 所 定 方 向 に ス ラ イ ド 移 動 さ せ る よ う に し た 操 作 レ バ ー 構 造 に お い て 、 前 記 ア
ー ム 先 端 の 支 軸 か ら の 長 さ を そ の 揺 動 操 作 角 に 応 じ て 可 変 自 在 に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 操 作 レ バ ー 構 造 で は 、 操 作 レ バ ー の 全 長 が そ の 揺 動 操 作 角 に 応 じ て 可 変 さ れ る た め
、 小 さ い ス ペ ー ス で も 可 動 体 の ス ト ロ ー ク 量 が 増 え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 操 作 レ バ ー 構 造 で あ っ て 、 前 記 操 作 レ バ ー を 、 前 記
支 軸 を 介 し て 所 定 方 向 に 揺 動 す る レ バ ー 本 体 と 、 こ の レ バ ー 本 体 に 対 し て 移 動 自 在 に 支 持
さ れ て 先 端 を 前 記 可 動 体 に 係 合 さ せ た ア ー ム と 、 こ の ア ー ム を 前 記 可 動 体 側 に 常 に 付 勢 す
る 付 勢 手 段 と で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 操 作 レ バ ー 構 造 で は 、 操 作 レ バ ー の レ バ ー 本 体 の 揺 動 操 作 角 に 応 じ て 操 作 レ バ ー の
ア ー ム の 全 長 が 可 変 さ れ 、 簡 単 な 構 造 で 小 さ い ス ペ ー ス で も 可 動 体 の ス ト ロ ー ク 量 が 増 え
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 ２ 記 載 の 操 作 レ バ ー 構 造 で あ っ て 、 前 記 レ バ ー 本 体 に 中 空 部
を 形 成 す る と 共 に 、 前 記 ア ー ム の 少 な く と も 基 端 側 に 中 空 部 を 形 成 し 、 こ の レ バ ー 本 体 の
中 空 部 内 に 前 記 ア ー ム の 基 端 側 を 摺 動 自 在 に 支 持 す る 一 方 、 こ れ ら レ バ ー 本 体 の 中 空 部 と
前 記 ア ー ム の 中 空 部 と の 間 に 前 記 付 勢 手 段 を 成 す 圧 縮 コ イ ル バ ネ を 介 在 し た こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 操 作 レ バ ー 構 造 で は 、 レ バ ー 本 体 の 中 空 部 内 に 摺 動 自 在 に 支 持 さ れ た ア ー ム を 、 レ
バ ー 本 体 の 中 空 部 と ア ー ム の 中 空 部 と の 間 に 介 在 さ れ た 圧 縮 コ イ ル バ ネ で 常 に 付 勢 す る 簡
単 な 構 成 に よ り 、 操 作 レ バ ー の レ バ ー 本 体 の 揺 動 操 作 角 に 応 じ て 操 作 レ バ ー の ア ー ム の 全
長 が 確 実 に 可 変 さ れ 、 小 さ い ス ペ ー ス で も 可 動 体 の ス ト ロ ー ク 量 が 確 実 に 増 え る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 操 作 レ バ ー の 全 長 を そ の 揺 動 操 作 角 に
応 じ て 可 変 自 在 に 構 成 し た の で 、 小 さ い ス ペ ー ス で も 可 動 体 の ス ト ロ ー ク 量 を 増 や す こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 操 作 レ バ ー を 、 支 軸 を 介 し て 所 定 方 向 に 揺 動 す る レ バ ー 本 体
と 、 こ の レ バ ー 本 体 に 対 し て 移 動 自 在 に 支 持 さ れ て 先 端 を 可 動 体 に 係 合 さ せ た ア ー ム と 、
こ の ア ー ム を 可 動 体 側 に 常 に 付 勢 す る 付 勢 手 段 と で 構 成 し た の で 、 操 作 レ バ ー の レ バ ー 本
体 の 揺 動 操 作 角 に 応 じ て 操 作 レ バ ー の ア ー ム の 全 長 を 可 変 さ せ る こ と が で き 、 小 さ い ス ペ
ー ス で も 可 動 体 の ス ト ロ ー ク 量 を 増 や す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 レ バ ー 本 体 の 先 端 側 の 中 空 部 内 に ア ー ム の 基 端 側 を 摺 動 自 在
に 支 持 し 、 か つ 、 レ バ ー 本 体 の 中 空 部 と ア ー ム の 基 端 側 の 中 空 部 と の 間 に 圧 縮 コ イ ル バ ネ
を 介 在 し た の で 、 簡 単 な 構 造 に よ り 操 作 レ バ ー の レ バ ー 本 体 の 揺 動 操 作 角 に 応 じ て 操 作 レ
バ ー の ア ー ム の 全 長 を 確 実 に 可 変 さ せ る こ と が で き 、 小 さ い ス ペ ー ス で も 可 動 体 の ス ト ロ
ー ク 量 を 確 実 に 増 や す こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 に 示 す 発 明 の 実 施 例 に 基 づ き 、 こ の 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 １ の 操 作 レ バ ー 構 造 を 示 す 概 略 構 成 図 、 図 ２ は 同 操 作 レ バ ー 構 造
の 可 動 盤 の ス ラ イ ド 状 態 を 示 す 説 明 図 、 図 ３ は 同 操 作 レ バ ー 構 造 の レ バ ー 全 長 の 可 変 状 態
を 比 較 し て 示 す 説 明 図 、 図 ４ は 同 操 作 レ バ ー 構 造 と 従 来 構 造 と の 操 作 角 と ス ラ イ ド 量 の 関
係 を 比 較 し て 示 す 説 明 図 で あ る 。 尚 、 図 ５ に 示 す 自 動 車 の コ ン ビ ネ ー シ ョ ン ス イ ッ チ 装 置
は 援 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す 操 作 レ バ ー 構 造 は 、 自 動 車 の コ ン ビ ネ ー シ ョ ン ス イ ッ チ 装 置 １ に 用 い
ら れ る も の で あ り 、 そ の ケ ー ス ２ に 操 作 レ バ ー １ ０ を 支 軸 ９ を 介 し て Ｙ 方 向 に 揺 動 自 在 に
支 持 し て あ る （ 図 ５ ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 操 作 レ バ ー １ ０ は 、 支 軸 ９ を 介 し て Ｙ 方 向 に 揺 動 す る レ バ ー 本 体 １ １ と 、 こ の レ バ ー 本
体 １ １ の 中 空 部 １ １ ｂ 内 に 摺 動 自 在 に 支 持 さ れ 、 先 端 １ ２ ａ を ケ ー ス ２ 内 の 下 部 に 配 置 さ
れ た 第 １ の 基 盤 １ ３ 上 に 沿 っ て ス ラ イ ド （ 摺 動 ） す る 可 動 盤 （ 可 動 体 ） １ ５ の 凹 部 １ ５ ａ
に 係 合 さ せ た ア ー ム １ ２ と 、 こ の ア ー ム １ ２ の 先 端 １ ２ ａ を 可 動 盤 １ ５ の 凹 部 １ ５ ａ 側 に
常 に 付 勢 す る 圧 縮 コ イ ル バ ネ （ 付 勢 手 段 ） １ ６ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 レ バ ー 本 体 １ １ の 先 端 １ １ ａ か ら 支 軸 ９ 近 傍 に か け て 円 筒 状
の 中 空 部 １ １ ｂ を 形 成 し て あ る 。 そ し て 、 こ の レ バ ー 本 体 １ １ の 中 空 部 １ １ ｂ 内 に ア ー ム
１ ２ の 円 筒 状 の 基 端 １ ２ ｂ を 摺 動 自 在 に 支 持 し て あ る 。 ま た 、 ア ー ム １ ２ の 基 端 １ ２ ｂ か
ら 球 状 の 先 端 １ ２ ａ の 中 央 に か け て 円 柱 状 の 中 空 部 １ ２ ｃ を 形 成 し て あ る 。 こ れ ら レ バ ー
本 体 １ １ の 中 空 部 １ １ ｂ 内 と ア ー ム １ ２ の 中 空 部 １ ２ ｃ 内 と の 間 に は 付 勢 手 段 と し て の 圧
縮 コ イ ル バ ネ １ ６ を 介 在 し て あ る 。 こ の 圧 縮 コ イ ル バ ネ １ ６ に よ り 操 作 レ バ ー １ ０ の 揺 動
操 作 角 θ に 応 じ て 操 作 レ バ ー １ ０ の レ バ ー 本 体 先 端 １ １ ａ か ら 突 出 す る ア ー ム １ ２ の 突 出
長 Ｌ が 可 変 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 図 １ に 示 す よ う に 、 可 動 盤 １ ５ の 下 部 に は 円 筒 状 の 凹 部 １ ５ ｂ を 形 成 し て あ る
。 こ の 凹 部 １ ５ ｂ 内 に は 節 度 バ ネ １ ７ を 介 し て 節 度 ピ ン １ ８ を 突 出 付 勢 し て あ る 。 こ の 節
度 ピ ン １ ８ は ケ ー ス ２ 内 の 下 部 に 配 置 さ れ た 第 ２ の 基 盤 １ ４ の 上 面 に 形 成 さ れ た 複 数 の 節
度 溝 １ ４ ａ に 係 止 さ れ る よ う に な っ て い る 。 こ の 節 度 ピ ン １ ８ は 節 度 溝 １ ４ ａ と 協 働 し て
節 度 機 構 を 構 成 し 、 操 作 レ バ ー １ ０ の 各 揺 動 位 置 で 一 時 的 に 可 動 盤 １ ５ を 係 止 す る よ う に
な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 尚 、 図 １ ， 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 基 盤 １ ４ の 上 面 に は コ ン ビ ネ ー シ ョ ン ス イ ッ チ 用
の 複 数 の 固 定 接 点 １ ４ ｂ を 配 設 し て あ る 。 ま た 、 図 １ に 示 す よ う に 、 可 動 盤 １ ５ の 下 部 に
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は 上 記 各 固 定 接 点 １ ４ ｂ に 接 触 す る 可 動 接 点 １ ９ を 取 り 付 け て あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 実 施 例 １ の 操 作 レ バ ー 構 造 に よ れ ば 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 操 作 レ バ ー １ ０ を 支 軸 ９ を 介
し て Ｚ 方 向 に 揺 動 操 作 す る と 、 圧 縮 コ イ ル バ ネ １ ６ が 収 縮 し 、 可 動 盤 １ ５ の 凹 部 １ ５ ａ 内
を 移 動 す る ア ー ム １ ２ の 球 状 の 先 端 １ ２ ａ を 介 し て 可 動 盤 １ ５ が α の 位 置 か ら β の 位 置 （
ス ト ロ ー ク 量 Ｄ ） ま で 移 動 す る 。 こ の 際 、 操 作 レ バ ー １ ０ の ア ー ム １ ２ の 突 出 長 Ｌ は 操 作
レ バ ー １ ０ の 揺 動 操 作 角 θ に 応 じ て 可 変 す る 。 操 作 レ バ ー １ ０ を Ｙ 方 向 に 揺 動 操 作 し て も
上 記 Ｚ 方 向 と 同 様 に 可 動 盤 １ ５ を ス ト ロ ー ク 量 Ｄ 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 操 作 レ バ
ー １ ０ の 揺 動 操 作 角 θ と 可 動 盤 １ ５ の ス ト ロ ー ク 量 Ｄ の 関 係 を 、 図 ４ の 実 線 で 示 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 、 操 作 レ バ ー １ ０ を 、 支 軸 ９ を 介 し て Ｙ ， Ｚ 方 向 に 揺 動 す る レ バ ー 本 体 １ １
と 、 こ の レ バ ー 本 体 １ １ の 中 空 部 １ １ ｂ 内 に 摺 動 自 在 に 支 持 さ れ て 先 端 １ ２ ａ を 可 動 盤 １
５ の 凹 部 １ ５ ａ 内 に 係 合 さ せ た ア ー ム １ ２ と 、 こ の ア ー ム １ ２ を 可 動 盤 １ ５ の 凹 部 １ ５ ａ
側 に 常 に 付 勢 す る 圧 縮 コ イ ル バ ネ １ ６ と で 構 成 し た こ と に よ り 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 従 来
構 造 の も の と 比 較 し て 、 操 作 レ バ ー １ ０ の レ バ ー 本 体 １ １ の 揺 動 操 作 角 θ に 応 じ て 操 作 レ
バ ー １ ０ の ア ー ム １ ２ の 突 出 長 Ｌ を 可 変 さ せ て 長 く す る こ と が で き る 。 即 ち 、 圧 縮 コ イ ル
バ ネ １ ６ の 長 さ に よ っ て 可 動 盤 １ ５ の ス ト ロ ー ク 量 Ｄ を 長 く す る こ と が で き る 。 そ の 結 果
、 ケ ー ス ２ 内 の 小 さ い ス ペ ー ス で も 可 動 盤 １ ５ の ス ト ロ ー ク 量 Ｄ を 増 や す こ と が で き 、 基
盤 １ ４ の 設 計 自 由 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 特 に 、 レ バ ー 本 体 １ １ の 中 空 部 １ １ ｂ 内 に ア ー ム １ ２ の 円 柱 状 の 基 端 １ ２ ｂ 側 を 摺 動 自
在 に 支 持 し 、 か つ 、 レ バ ー 本 体 １ １ の 中 空 部 １ １ ｂ 内 と ア ー ム １ ２ の 中 空 部 １ ２ ｃ 内 と の
間 に 圧 縮 コ イ ル バ ネ １ ６ を 介 在 し た こ と に よ り 、 簡 単 な 構 造 に よ り 、 操 作 レ バ ー １ ０ の レ
バ ー 本 体 １ １ の 揺 動 操 作 角 θ に 応 じ て 操 作 レ バ ー １ ０ の ア ー ム １ ２ の 突 出 長 Ｌ を 確 実 に 可
変 さ せ る こ と が で き 、 小 さ い ス ペ ー ス で も 可 動 盤 １ ５ の ス ト ロ ー ク 量 Ｄ を 確 実 に 増 や す こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 尚 、 前 記 実 施 例 １ に よ れ ば 、 操 作 レ バ ー を 支 軸 ９ を 中 心 に 揺 動 操 作 す る 場 合 に つ い て 説
明 し た が 、 支 軸 ９ と 交 差 す る 方 向 に 揺 動 操 作 す る タ イ プ に 適 用 し て も 良 い 。 ま た 、 自 動 車
の コ ン ビ ネ ー シ ョ ン ス イ ッ チ 装 置 に 用 い ら れ る 場 合 に 限 ら れ る も の で な い こ と は 勿 論 で あ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 操 作 レ バ ー 構 造 を 示 す 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 上 記 操 作 レ バ ー 構 造 の 可 動 盤 の ス ラ イ ド 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 上 記 操 作 レ バ ー 構 造 の レ バ ー 全 長 の 可 変 状 態 を 比 較 し て 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 上 記 操 作 レ バ ー 構 造 と 従 来 構 造 と の 操 作 角 と ス ラ イ ド 量 の 関 係 を 比 較 し て 示 す 説
明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 例 の 操 作 レ バ ー 構 造 を 用 い た コ ン ビ ネ ー シ ョ ン ス イ ッ チ 装 置 の 断 面 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 従 来 例 の 操 作 レ バ ー 構 造 の 可 動 盤 の ス ラ イ ド 量 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ９ 　 支 軸
　 １ ０ 　 操 作 レ バ ー
　 １ １ 　 レ バ ー 本 体
　 １ １ ａ 　 先 端
　 １ １ ｂ 　 中 空 部
　 １ ２ 　 ア ー ム
　 １ ２ ａ 　 先 端
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　 １ ２ ｂ 　 基 端
　 １ ２ ｃ 　 中 空 部
　 １ ５ 　 可 動 盤 （ 可 動 体 ）
　 １ ６ 　 圧 縮 コ イ ル バ ネ （ 付 勢 手 段 ）
　 θ 　 揺 動 操 作 角
　 Ｌ 　 ア ー ム の 全 長

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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